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し線放射家兎血液像特に白血球機能と呼吸ガス代謝並びに血液ガスとの関係
－
第4章ボ
白血球機能の放射線による影響は既に平松教
授門下の岡本，浜田，清水，加藤，樫田，奥田
等をはじめ多数の系統的研究が行はれ，詳細な
報告があるが，放射線よにる血液像，特に白血
球機能の変動と生体の全身状態の変化との間に
如何なる関係があるかという事に関しては未だ
系統的研究に乏しく，従って放射線の影響を知
る臨床的示標として広く用いられている血液学
的検査の結果が，どの程度個体の放射線による
変化を表示しているものか明らかでない．
著者は呼吸ガス代謝並びに血液ガスの変動が
生体全体のエネルギー代謝を代表する数値を示
すものと推定し，之と血液像，特に白血球機能
との関係を明らかにしようと試ゑたのである．
呼吸ガス代謝の放射線による影響に関しては
己に平松教授をはじめ，高橋，大西，前田，中
西等の研究があり，血液ガスの放射線による影
響に関しては丘村，等の報告がある．
本実験の結果を総括するに100r放射の場合
白血球，特に偽好酸球が箸増し，遊走速度が増
加し，核が所謂進行性左方移動を示しているの
は放射直後から2日後までの間であって，その
間，呼吸ガス代謝は直後から3時間に亘って減
退を示し，6時間後から7日に亘って一般に昂
進を示すが，其の間白血球数は櫛曽加（＋10～
20％）し，平均核数及び遊走速度は3日以後か
ら略々正常値に復した．
即ち比較的小量の100r放射の場合，血液学
的に進行性左方移動即ち白血球の機能昂進状態
が見られる際にも呼吸ガス代謝の面では全身的
に基礎代謝の低下が認められる事は注目すべき
現象であって，し線小量放射による生体の刺戟
的昂進現象は何れも放射線による組織の破壊叉
は抑制作用に続く二次的現象とする説を裏書き
総括並び に考案
するように思われる．
中等量300r放射群に於ては初期白血球増加
の顕著な放射後1～6時間の間に於て呼吸ガス
代謝（基礎代謝Cal/kg)は著明な低下を示し，
其後1－3日の間に於て白血球数は著明な低下
を示すが，基礎代謝は昂進状態を示した．一方
白血球遊走機能は放射後から2日に亘り持続的
に低下し，平均核数も其の間左方移動，即ち退
行注左方移動の状態を持続した．4日以後14日
後までの間に白川球数は漸次正常値に恢復する
が，その間基礎代謝は昂進的動揺を示してい
る．
即ち300r放射では呼吸ガス代謝と白血球遊
走機能とは相似の傾向を示し放射後1日以内の
著明な低下後恢復するが遊走機能の恢復は梢遅
れ，一方ガス代謝の其後の昂進的動揺は抑制或
は障害された組織の分解産物の刺戟及び恢復過
程に於ける異常の代謝昂進と推定される．
大量600r放射群に於ては放射後3時間迄著
明な白血球総数の減少と共に呼吸ガス代謝（基
礎代謝Cal/kg)著しく減少し,6時間後白血
球数の一時的の恢復（偽好酸球％は著増）の際
Cal/kgも同様に一時昂進するが，其後2週間
に亘る白血球数の持続的減少に伴ってCal/kg
も持続的減退を示し，其の間遊走機能の減退，
核の左方移動即ち退行性左方移動の状態が続い
た．
即ち大量放射の場合，白血球数及び遊走機能
の消長は一般に呼吸ガス代謝の消長と並行的に
変化するようであるが，核型及び遊走機能は白
血球数及びCal/kgよりも比較的恢復が早いよ
うであった．又放射後6時間に於ける白血球数
の一過性増加の際CO2排出量従って呼吸商の
増加が見られる点は注目に価する．
第5章
1）し線小量(100r)放射の際，約7日に亘
り白血球特に偽好酸球増加と偽好酸球の進行性
核左方移動〔遊走機能冗進と核左方移動〕が見
結論
られ，白血球の刺戟状態による刺戟充進を思わ
せるが，此の際に於ても放射直後から3時間に
亘って呼吸ガス代謝,特にO2消費量が減少し，
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CO2排出量が増加し，従って呼吸商の増加と
Cal/kgの減少が見られる．即ち小量放射によ
る機能冗進は放射線による一次的の細胞機能障
害による二次的の刺戟現象であろうと云う推定
を裏書きしているようである．
2）し線中等量(300r)放射の際,24時間以
内に著明な初期白血球（特に偽好酸球）増加が
見られるが，此の時期に於ても遊走機能の減退
と共に呼吸ガス代謝，特にO2消費量の減少，
CO2排出量の増加,Cal/kgの減少が見られ，
全身の機能の低下が窺われる．即ち初期白血球
増加も白血球の一次的刺戟状態でなく，白血球
機能（粘着能等）の低下により流血中え遊出し
たものと推定される．更に3日以後7日に亘り
白血球数は未だ減少を続け，遊走機能と核型は
漸次正常に復するに際し，呼吸ガス代謝の昂進
的動揺が見られるのは恢復過程に於ける異常な
代謝冗進と推定される．
3）し線大量(600r)放射の際，直後から著
明な白血球減少（初期の偽好雄球％は増加する
が〕を示し，6時間後に一過性に恢復するが，
其後3週間に亘る著明な減少が見られる．呼吸
ガス代謝は略々之に平行して減退する．遊走機
能の減退及び平均核数の左方移動も概ね之に伴
口
－－
うが，4日以後は減退は比較的軽微となる．
即ち大量放射の場合は白血球数及び機能並び
に呼吸ガス代謝の面から見ても,放射線の一次
的障害に続く二次的刺戟状態或は異常な代謝昂
進傾向が見られず，恢復は極めて緩慢に行われ
た．
要之，以上の研究によって種々の線量のし線
放射による白血球数及び百分率の変動はし線放
射の二次的影響に支配される事が多く，其の増
減或は恢復は直ちに生体機能の増減又は恢復を
示すものでない事は勿論であるが，比較的生体
機能の変動に平行するとされていた偽好酸球遊
走機能もし線小量放射後の二次的現象として生
体のガス代謝減退時に己に冗進状態を示すこと
があり，叉反対に呼吸ガス代謝も中等量放射後
の恢復途上に於てR.Qの増加に続いて異常冗
進を示す場合のある事が見出された．叉血液中
のO2及びCO2量の変動も軽微であるが呼吸ガ
ス代謝量と平行的に消長する事も確かめられ
た．
稿を終るに臨み終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜
りました恩師平松教授に衷心より感謝の意を表します
と共に宮村講師に深意なる謝意を表します。
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